
９月定例会  一般質問要旨

議　員　本市における民間フリースクー
ルの現状について伺います。
企画部長　本年度より、フリースクール等
民間施設事業費補助金交付事業を実施
し、初回申請において、太田フリースクール
あおばへ交付決定しました。現在は、２次
申請の受け付けをおこなっています。
議　員　本市における適応指導教室の
利用推移と学校復帰の成果を伺います。
教育部長　市内に２カ所のふれあい教
室があり、通室人数は令和元年度52人、
2年度35人、3年度33人、2・3年度は
50％を超える復帰率となっています。
議　員　不登校生徒の進路指導につい
て伺います。
教育部長　生徒や保護者の希望に沿っ
た進路情報の提供を行い、通信制なども
選択肢に入れた指導を行っています。
議　員　校外の適応指導教室に、抵抗
を感じる生徒もいると考えます。不登校生
徒の進路実現のため、校内における学び
の場の充実について、所見を伺います。

議　員　来年４月から下水道使用料の
値上げを実施した場合、個人と企業等を合
わせた、太田市全体での市民負担増の
見込みについて伺います。

都市政策部長　下水道使用料の使用者
負担は約２億円増加しますが、これにより、
現在一般会計から繰り入れを行っている
市民負担の補助金約６億円のうち、約
２億円を削減できると考えています。
議　員　一般的な世帯をモデルケースと
した場合の負担増の見込みを伺います。
都市政策部長　一般的な世帯の排水量
を2カ月40立方メートルとすると、消費税込み
で616円の増額となる予定です。
議　員　コロナ禍と物価高騰、来年度か
らは水道料金も値上げとなりますが、下水

教育長　校内の別室、別名ほっとルーム
での指導充実のため、今年度は中学校
10校に教育相談員を重点配置していま
す。今後も各校の指導体制の充実に努め
ていきたいと考えます。

議　員　民間フリースクールについて、市
長の所見を伺います。
市　長　フリースクールはそれぞれが個
性を持っており、その個性や対応力を高め
ることで、価値が上がっていくと考えます。
通信制や定時制など多様な学び方があ
りますので、不登校児童・生徒のための受
け皿を作り、高校レベルの学習ができるよ
うな環境を、太田の子どもたちに整えてあ
げたいと考えています。

道使用料の値上げによるさらなる負担増
について、所見を伺います。
都市政策部長　下水道事業は、市民負
担である一般会計からの繰入金に頼る
経営が続いており、下水道を使用してい
ない人の負担による不公平感が是正され
ていない状況です。来年４月より使用料
改定を行いますが、社会情勢を勘案し、１
年間の経過措置を設け、改定の必要性等
を丁寧に説明していきたいと考えています。
議　員　食品をはじめ、あらゆるものが
値上げされている状況下において、下水
道使用料を当面の間は据え置きとするこ
とで物価高騰対策になると考えますが、
市長の所見を伺います。
市　長　コロナ禍が収束するまでは、値
上げしないつもりでしたが、国からの補助
金の期限もあり、値上げせざるを得ないこ
とをご理解いただきたいと思います。
■その他の質問
・地域活動支援センターの今後につい
て

不登校児童生徒の現状と対策に
ついて

創政クラブ　大川　陽一

下水道整備と使用料値上げについて

日本共産党　水野　正己

議　員　本市におけるカーボンニュート
ラルに向けた市民意識の変革や、行動変
容を促す施策について伺います。
産業環境部長　助成制度として、太陽光
発電システムの導入に対する報奨金等を
実施しており、今後は蓄電池やおひさまエ
コキュートの導入に対する報奨金を予定
しています。市民の行動変容を促す取り
組みとしては、市のホームページで気軽に
取り組める活動を紹介しており、身近なこ
とから取り組んでいけるよう啓発していき
たいと考えています。
議　員　太田市第２次環境基本計画に
ある「地球の未来を太田から」という言葉
に込めた、市長の思いを伺います。

「地球の未来を太田から」の実現に
向けた取組について

創政クラブ　久保田　俊

市　長　バイオマス発電の電力を学校に
供給する、いわゆる電力の地産地消の取
り組みを通して、環境について子どもたち
に勉強してもらうことが大切だと考えます。
カーボンゼロの世界に近づけるように、頑
張っていきたいと思います。
議　員　計画の策定段階から議会が関
わることができれば、市役所と議会が一
体となり、計画を推進することができると
考えます。今後、新たな計画を策定する際
などは、議会が関わることができるような
仕組みをつくりたいと考えますが、所見を
伺います。
市　長　ご指摘は非常に正しいと思いま
す。計画策定の際には、途中経過を報告
し、意見をもらいながら、帰着点を見つけ
ていくのがよいと考えます。これからの計
画策定については、注意してやっていきた
いと思います。
■その他の質問
・スポーツで本市を盛り上げる施策に
ついて

委員会では

次の議案を審査しました
　本会議で各常任委員会に付託された議案の審査結果について、
定例会最終日に行われた委員長報告から要旨を抜粋してお知らせ
します。

総務企画委員会

■太田市職員の定年等に関する条例の
一部改正について
審査結果　原案可決

■太田市職員の勤務時間、休暇等に関
する条例の一部改正について
審査結果　原案可決

■太田市職員の降給に関する条例の一
部改正について
審査結果　原案可決

■太田市職員の育児休業等に関する条
例の一部改正について
審査結果　原案可決

■太田市職員の再任用に関する条例の
廃止について
審査結果　原案可決

■太田市一般職の職員の給与に関する
条例の一部改正について
審査結果　原案可決

■太田市職員の退職手当に関する条例
の一部改正について
審査結果　原案可決

■太田市会計年度任用職員の給与及び
費用弁償に関する条例の一部改正につ
いて
審査結果　原案可決
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